






答申 (１) (以下 ｢答申｣) を踏まえ, ①平成18年12月の教育基本法改正 (２) 等で明




一方, 教育基本法改正や学校教育法改正は, ｢生きる力｣ を支える ｢確かな学力｣,

























本稿においては, 以上の観点から, 主に ｢答申｣ が明示した改善の基本方針や









(ア) 理科については, その課題を踏まえ, 小・中・高等学校を通じ, 発達の段








点から, ｢エネルギー｣, ｢粒子｣, ｢生命｣, ｢地球｣ などの科学の基本的な見方
や概念を柱として, 子どもたちの発達の段階を踏まえ, 小・中・高等学校を
通じた理科の内容の構造化を図る方向で改善する｡
(ウ) 科学的な思考力・表現力の育成を図る観点から, 学年や発達の段階, 指導







善を図る｡ また, 持続可能な社会の構築が求められている状況に鑑み, 理科
についても, 環境教育の充実を図る方向で改善する｡
(ア) において, 理科の全体的な基本方針を示した上で, (イ) では, ｢科学的
な概念の理解など基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着｣, (ウ) では, ｢科学





の一層の充実｣, (オ) では, ｢理科を学ぶことの意義や有用性を実感する機会をも






中学校との接続などを考慮して, 現行の ｢生物とその環境｣, ｢物質とエネル
ギー｣, ｢地球と宇宙｣ を改め ｢物質・エネルギー｣, ｢生命・地球｣ とする｡
(イ) ｢物質・エネルギー｣ については, 児童が物質の性質やはたらき, 状態の変
化について観察・実験を通して探究したり, 物質の性質などを活用してもの
づくりをしたりすることについての指導に重点を置いて内容を構成する｡ ま
た, ｢エネルギー｣ や ｢粒子｣ といった科学の基本的な見方や概念を柱とし
て内容が系統性をもつように留意する｡
その際, 例えば, 風やゴムの働き, 物と重さ, 電気の利用などを指導する｡
また, 現行で課題選択となっている振り子と衝突については, 振り子は引き
続き小学校で指導し, 衝突は中学校に移行する｡
(ウ) ｢生命・地球｣ については, 児童が生物の生活や成長, 体のつくり及び地表,
大気圏, 天体に関する諸現象について観察やモデルなどを通して探究したり,
自然災害などの視点と関連づけて探究したりすることについての指導に重点
を置いて内容を構成する｡ また, ｢生命｣ や ｢地球｣ といった科学の基本的
な見方や概念を柱として内容が系統性を持つように留意する｡
その際, 例えば, 自然の観察, 人の体のつくりと運動, 太陽と月などを指導








(カ) 環境教育の一層の推進の観点から, 地域の特性を生かし, その保全を考え
た学習や, 環境への負荷に留意した学習の充実を図る｡
(ア) について：現行の学習指導要領の３つの領域構成は, 昭和43年告示の学習












｢物質・エネルギー｣ では, ｢風やゴムの働き｣ (第３学年), ｢物と重さ｣ (第３学
年), ｢電気の利用｣ (第６学年), ｢生命・地球｣ では, ｢身近な自然の観察｣ (第３
学年), ｢人の体のつくりと運動｣ (第４学年), ｢月と太陽｣ (第６学年) は, 理科
の６つの新単元を構成している｡





力は現行の ｢多面的に考察する｣ から ｢推論｣ に変更されている｡
(オ) について：生活科との関連を考慮し, 科学的な体験や自然体験の充実を図
るものである｡ ものづくりなどの科学的な体験については, 例えば, 第３学年の
｢風やゴムの働き｣ が考えられる｡ 自然体験については, 例えば, 第３学年の ｢身
近な自然の観察｣ が考えられる｡
(カ) について：持続可能な社会の構築のために, 各教科等において環境に関す
る学習の一層の推進が重視される｡ 理科においては, 例えば, ｢身近な自然の観察｣





理科の目標は, ｢自然に親しみ, 見通しをもって観察, 実験などを行い, 問題解
決の能力と自然を愛する心情を育てるとともに, 自然の事物・現象についての実
感を伴った理解を図り, 科学的な見方や考え方を養う｣ と示され, 現行の学習指





知的好奇心を高め, 実感を伴う理解を図るため, ｢物質とエネルギー｣ の内容の指












理科では, 学年ごとに目標が示され, 内容区分 (１) ｢Ａ物質・エネルギー｣ 及
び (２) ｢Ｂ生命・地球｣ に対応した２つの目標を示している｡




がわかる｡ ｢燃焼, 水溶液, てこ, 及び電気による現象についての要因や規則性｣
の文言は, 調べる対象であり, ｢推論しながら調べ｣ の文言は, 調べる方法である｡
また, ｢見いだした問題を計画的に追求したりものづくりをしたりする活動｣ の
文言は, 問題解決のプロセスを, ｢物の性質や規則性｣ の文言は, 子どもが身に付




て育成すべき問題解決の能力が示されており, 第３学年は ｢事象を比較する｣, 第










Ｂ ｢生命・地球｣ は, 主として, 生物のように環境とのかかわりの中で生命現
象を維持していたり, 地層や天体などのように時間・空間のスケールが大きいと
いう特性をもったたりしている対象に対して, 児童が主体的・計画的に諸感覚を

























































































物と重さ (第３学年), 風やゴムの働き (第３学年), 身近な自然の観察 (第３
学年), 水の体積変化 (第４学年), 人の体のつくりと運動 (第４学年), 水中の小
さな生物 (第５学年), 川の上流, 下流と川原の石 (第５学年), 雲と天気の変化
(第５学年), てこの利用 (第６学年), 電気の利用 (第６学年), 主な臓器の存在
(第６学年), 水の通り道 (第６学年), 食べ物による生物の関係 (第６学年), 月
と太陽 (第６学年)
② 学年間で移行する内容
天気による１日の気温の変化 [第４学年 (第５学年より移行)], 電流の働き






育内容も20％以上増加している｡ 知識・技能の習得とともに, 観察・実験, レポー




追加内容 ｢電気の利用｣ (第６学年) (イ) で, 電気が ｢音｣ に変換する内容を



















｢科学概念｣ は, 様々な科学用語や理論・法則などの科学的知識, 科学的な方
法 (科学的能力・態度) および自然に対する心情なども含まれる｡ 科学概念は階
層構造をしており, 下位概念はより上位の概念に包含される｡ 最も上位の概念を
基本的な概念として獲得すれば, それによって広範囲な事象を関係付け, 統一的
に理解することが期待される｡ 基本的な科学概念には, エネルギー概念, 物質概




な定着を図る観点から, ｢エネルギー｣, ｢粒子｣, ｢生命｣, ｢地球｣ などの科学の基
本的な見方や概念を柱として, 子どもたちの発達の段階を踏まえ, 小・中・高等
学校を通じた理科の内容の構造化が図られた｡
これら４つの科学の基本的な見方や概念は, さらに, ｢エネルギー｣ に関して
｢エネルギーの見方｣, ｢エネルギーの変換と保存｣, ｢エネルギー資源の有効利用｣,
｢粒子｣ に関して ｢粒子の存在｣, ｢粒子の結合｣, ｢粒子の保存性｣, ｢粒子のもつエ
ネルギー｣, ｢生命｣ に関して ｢生物の構造と機能｣, ｢生物の多様性と共通性｣,
｢生命の連続性｣, ｢生物と環境のかかわり｣, ｢地球｣ に関して ｢地球の内部｣, ｢地
球の表面｣, ｢地球の周辺｣ と, それぞれ細分化されている｡
小学校段階において, このように細分化された内容に関わる学習指導に当って
は, それぞれの内容について強く意識した指導が求められているといえよう｡ 特
に, ｢粒子｣ に関して, 小学校高学年での発展的内容として, 理解を深めるため
に有効な手段である ｢粒｣ モデルを使用した説明を行うことが望まれる｡
小学校理科の ｢エネルギー｣ ｢粒子｣ 及び ｢生命｣ ｢地球｣ を柱とした内容の構
成をそれぞれ図１, 図２ (４) に示した｡
(１) ｢エネルギー｣ を柱とするエネルギー概念の形成と学習
小学校理科で扱うエネルギー概念の中で, 力, 熱 (温度), 光, 電流, 磁気など
は, 抽象的であり直接目で見ることができない｡ そのため, それらを物 (物質)
に作用させたときに起こる現象の要因として, 因果関係的に把握することによっ
てエネルギーの存在や働きを認識させる｡ つまり, 物を変化させる働きとしての







第３学年の (１) ｢風やゴムの働き｣ の内容は, ｢エネルギー｣ を柱とした内容




ここでの指導に当たっては, 生活科の学習 ｢風を使って遊ぶ活動｣ との関連を
考慮しながら, 風を受けたときやゴムを働かせたときの手ごたえなどの体感を基
にした活動を重視することが大切である｡
(２) ｢光の性質｣ の内容は, ｢エネルギー｣ を柱とした内容のうちの ｢エネル









また, 暖かさを調べる活動を通して, 体感を重視した初歩的な ｢温度｣ 概念を
形成する｡
(３) ｢磁石の性質｣ の内容は, ｢エネルギー｣ を柱とした内容のうちの ｢エネ




ここでの指導に当たっては, 磁石に付く物, 付かない物を調べる際に, 実験の
結果を表などに分類・整理することで, 物の性質をとらえることができるように
することが大切である｡


















































































































































図１ 小学校理科の ｢エネルギー｣ ｢粒子｣ を柱とした内容の構成







ここでは, 特に, 光電池に光を当てると電気 (電流) が発生することから, 光
が電気 (電流) に変わるというエネルギー変換の初歩的な見方や考え方をとらえ
るようにする｡
第５学年の (１) ｢振り子の運動｣ の内容は, ｢エネルギー｣ を柱とした内容の





(２) ｢電流の働き｣ の内容は, ｢エネルギー｣ を柱とした内容のうちの ｢エネ






第６学年の(１) ｢てこの規則性｣ の内容は, ｢エネルギー｣ を柱とした内容の







(２) ｢電気の利用｣ の内容は, ｢エネルギー｣ を柱とした内容のうちの ｢エネ













ついて体験的にとらえるようにする｡ また, 日常生活との関連としては, エネル
ギー資源の有効利用という視点から, 電気の効率的な利用についてとらえるよう
にする｡
(２) ｢粒子｣ を柱とする物質概念 (粒子概念) の形成と学習
小学校低学年段階までに, 色, 形, 大きさ, 手触り, 臭いなどの五感を通して様々
な物質の存在を認識している｡ また, ｢エネルギー｣ の内容である, 第３学年の




第３学年の ｢物と重さ｣ の内容は, ｢粒子｣ を柱とした内容のうちの ｢粒子の







第４学年の (１) ｢空気と水の性質｣ の内容は, ｢粒子｣ を柱とした内容のうち







である｡ その際, 目には見えないが, 空気という物質の存在に気付かせ, 空気の
イメージ図を子どもたちなりに表現させることが重要である｡
(２) ｢金属, 水, 空気と温度｣ の内容は, ｢粒子｣ を柱とした内容のうちの ｢粒
子のもつエネルギー｣ にかかわるものである｡ ここでは, 金属, 水及び空気を温









違いがあること, 水は温度によって液体, 気体, または固体に状態が変化するこ
となどをとらえるようにする｡ 指導に当たっては, 水の温度の変化をとらえる際
に, 実験の結果をグラフで表現することなどが考えられる｡
第５学年の ｢物の溶け方｣ の内容は, ｢粒子｣ を柱とした内容のうちの ｢粒子











いるが, 物は目に見えない微細な ｢粒｣ からできているという ｢粒｣ モデルの考
え方を示すことによって, 比較的容易に説明することが可能と思われる｡ (５)
第６学年の (１) ｢燃焼の仕組み｣ の内容は, ｢粒子｣ を柱とした内容のうちの











この段階になって, 空気が窒素, 酸素, 二酸化炭素などの, 目に見えないほどの
微細な ｢粒｣ からできていることを理解することが可能となり, 燃焼の仕組みに
関する諸現象についてはモデル図を用いて推論し, 容易に説明することができる
と思われる｡
(２) ｢水溶液の性質｣ の内容は, ｢粒子｣ を柱とした内容のうちの ｢粒子の結


















いえ, ｢粒｣ モデルを使用した説明は, 発展的内容としての扱いが適切である｡
(３) ｢生命｣ を柱とする生命概念の形成と学習
小学校低学年までの段階では, 生活科の学習などにおいて, いろいろな動物を
飼ったり, 草花などの植物を育て, 花を咲かせたりする活動を通して, 動物や植
物は生命をもっていることや成長していることなどに気付くなど, 生命概念の基
礎が形成される
第３学年の (１) ｢昆虫と植物｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容のうちの





ここでは, 昆虫の育ち方には, ｢卵→幼虫→蛹→成虫｣ というような一定の順序
があることや, 昆虫の成虫の体は頭, 胸, 腹の三つの部分からできていて, 胸には
３対６本の足があることなどの昆虫の体のつくりには, 共通性があることをとら
えるようにする｡
また, 植物の育ち方には, 種子から発芽し子葉が出て, 葉がしげり, 花が咲き,
花が果実なるという一定の順序があることや, 植物の体は根, 茎, 葉からできて
いることなどの植物の体のつくりには, 共通性があることをとらえるようにする｡
(２) ｢身近な自然の観察｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容のうちの ｢生物











第４学年の (１) ｢人の体のつくりと運動｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容
のうちの ｢生物の構造と機能｣ にかかわるものである｡ 人や他の動物の体の動き








けではなく, 他の動物の体のつくりや体の動き, 運動を観察したり, 実際に触れ
ながら比較したり, 映像や模型などを活用したりしながら, 人の体のつくりと運
動とのかかわりについてとらえることができるようにする｡
(２) ｢季節と生物｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容のうちの ｢生物の多様







にする｡ また, 植物を育てたり, 身近な植物を１年を通して定期的に観察したり
して, その成長と季節とのかかわりをとらえるとともに, 季節によって植物の成
長の仕方に違いがあることなどをとらえるようにする｡
第５学年の (１) ｢植物の発芽, 成長, 結実｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容














(２) ｢動物の誕生｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容のうちの ｢生命の連続









第６学年の (１) ｢人の体のつくりと働き｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容
のうちの ｢生物の構造と機能｣ にかかわるものである｡ 人や他の動物を観察した







(２) ｢植物の養分と水の通り道｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容のうちの





には水の通り道があり, すみずみまで水が行きわたっていること, また, 根から
吸い上げられた水は主に葉から水蒸気として排出されていることなどについてと
らえるようにする｡
(３) ｢生物と環境｣ の内容は, ｢生命｣ を柱とした内容のうちの ｢生物と環境





をとらえるようにする｡ その際, 地球上の水は, 海や川などから蒸発し, 水蒸気



















































































































































気象現象, 天体の運動といった地球の表面, 大気, 宇宙といった空間の広がりに
ついての内容と, それが変化するときの時間の経過との関連をもって形成される






第３学年の ｢太陽と地面の様子｣ の内容は, ｢地球｣ を柱とした内容のうちの





ここでは, 日陰の位置は太陽の動きによって変化していくこと, また, 地面は
太陽によって暖められ, 日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあるこ
となどの現象をとらえるようにする｡
第４学年の (１) ｢天気の様子｣ の内容は, ｢地球｣ を柱とした内容のうちの
｢地面の表面｣ にかかわるものであり, １日の気温の変化や水が蒸発する様子な



























第５学年の (１) ｢流水の働き｣ の内容は, ｢地球｣ を柱とした内容のうちの




















第６学年の (１) ｢土地のつくりと変化｣ の内容は, ｢地球｣ を柱とした内容の





























理念, すなわち ｢生きる力｣ を引き継ぐとともに, ｢確かな学力｣ を基盤とした
｢生きる力｣ の育成を目指すことになった｡
子どもたちに求められる学力としての ｢確かな学力｣ とは, ｢知識や技能はも
ちろんのこと, これに加えて, 学ぶ意欲や, 自分で課題を見付け, 自ら学び, 主体
的に判断し, 行動し, よりよく問題を解決する資質や能力等までを含めたもので
ある｣ (６) と示され, 冒頭の ｢はじめに｣ で述べた学力の重要な要素と同じ考え
方であるといえる｡
理科では, 問題解決過程 (いわゆる探究の過程) を通して, 科学的な概念の理
解など基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図り, 思考力・判断力・表現
力等を育成するとともに, 子どもにとって自分なりの新しい事実を発見したこと
などによる成就感を味わい, 学ぶ意欲を高めて, ｢確かな学力｣ を身に付けていく
学習活動を重視することは云うまでもない｡
平成17年10月の中央教育審議会の答申 (７) には, ｢基礎的な知識・技能の育成
(いわゆる習得型の教育) と, 自ら学び自ら考える力の育成 (いわゆる探究型の
教育) とは, 対立的あるいは二者択一的にとらえるべきものではなく, この両方





｢確かな学力｣ を育成し, ｢生きる力｣ を育むという基本的な考え方は, 今後も引
き続き重要である｡｣ と示されている｡
この答申の趣旨が反映されている新学習指導要領では, キーワードとして ｢習
得｣ ｢活用｣ ｢探究｣ という用語が用いられている｡ これらの用語は, 学力形成の
ための重要な用件である｡ この中の ｢活用｣ は, 観察・実験, レポートの作成,
論述など知識・技能の活用を図る学習活動を表わしている｡
現在, 問題解決的な探究型学習では, ｢探究｣ の過程を通して知識・技能などを





だけに, 効率的な ｢習得｣ から ｢探究｣ への流れをとる習得型の学習も不可欠で
あると思われる｡ この場合, ｢習得｣ の段階においては, 単なる知識・技能の伝達
に終わることなく, 必ず観察・実験を通して知識・技能などを習得させることが
重要である｡ 要は学習内容によって最適な学習形態を選択することである｡
この答申に示されているように, ｢探究型の学習｣ と ｢習得型の学習｣ のバラ
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文部科学省 ｢文部科学白書 (平成19年度)｣ PP.3－32
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